
 

飛騨学場今昔 
僧侶の教学研鑽の場として 

 

■飛騨学場のはじまり  

飛騨学場は、明治３年、霊寿院勝縁が別院境内

の本山総会所（現在の鐘樓堂の裏あたり）に「真

宗学問所」を創設し、従来の臨時的な講習を組織

的な研修機関に再編成したのがその始まりであ

る。従来の臨時的な講習（以前は、学場の時期は

定まっていなかった）とは言っても、文化文政の

ころには、すでに本山高倉学寮から講師の派遣

を受けて研修が行われており、明治初年頃まで

には、助教や寮司（地元講師）などの役を得て地

元の講師による講義も行われていた。この文化

文政からと見れば、飛騨学場の歴史は約２００

年ということになる。  

御坊会館に掲げられる霊寿院勝縁揮毫の『学法場』の扁額 
 

■多様なテーマと大衆への開放  

高山県知事の宮原大輔は、高山御坊に新たに

開設された真宗学問所に対して好意を寄せ、積

極的な支援を惜しまず、広く大衆にも開放して

いくことを建言した。  

明治末期には、飛騨学場の講師として高山別

院に来院した学匠は、当時の宗学の権威者たち

で、僧分を対象に、宗乗、余乗などの教学の専門

的な学びの場が開かれていた。またそれだけに

止まらず、一般市民にも開放し、門徒のために学

場開設期間中に法座を開いて教化の浸透をはか

った。戦後、施斎経及び説教として定着している。 

その他にも課外講座を設け、例えば思想問題、

農村問題、郷土史、衛生問題など地元の名士が出

講し講座が開かれている。大正期には同和問題、

神社問題も取り入れられた。はたまた英語講座

も開いている。一般市民にまで開かれた「飛騨学

場」の影響もあって、「高山別院」の正式名称は

「飛騨御坊」という親しみのある名称へと変わっ

ていった。  
 

■教学と教化（学場と御回壇）  

「教学と教化（学場と御回壇）」こそが御坊様

の命脈である。地域教化の土台となっている。明

治２７年、新たに「飛騨学場規則」を制定。昭和

９年には刷新されて委員会制度となり衆議によ

って運営されることとなった。この時、高山教区

は３つの組で構成されていたが、昭和１５～６

年頃に現在の形となった。戦時体制における諸

連絡の迅速化のためと思われる。現在、組教化委

員会は、諸連絡はもとより教化についてもより

まとまっているが、反面、組の格差も問題となっ

ており荘川・白川両組は合併したことである。学

場は組を超えての「教学」の場となっている。な

らば組を拡大しての「教化」の展開ができない

か。帰敬式・同朋唱和・青少幼年の三本の教化の

受け皿は、大きいほうが力となる。 

学場は明治２５年には「得度調査施行許可願」

を本山に申請し、一定の研修を積んだ者（毎期学

場研修期間を３０日以上実施を条件）に許可さ

れた。昔の学場期間は 1 カ月に及んでいたこと

が知られる。その内、高倉学寮、大谷大学等、学

事制度が充実してくるのにしたがって、学場期

間も次第に短期間となっていった。  

■教師養成という使命に立つ飛騨学場を  

 戦後、学場には「第二部」と称して寺院子弟を

対象に教育を行った。「飛騨学場」の原点は「教

師養成」にあった。現今、寺族子弟の教育、教師

養成の大切さが問題となっている。ここを疎か

にすると、早晩、真宗教化は成り立たなくなる。

平成になって学場規則を改正し、その「目的」で

は「この飛騨学場は教区内僧侶及び寺族の教学

を高め、教化の進展に寄与することを目的とす

る」とあるが、「教師養成」という使命感の匂いが

さらに強く打ち出されていくことが望まれる。  

 

 

 

 

 

 

 

「飛騨学場」講義の様子 コロナ感染により一昨年は休場、

昨年は規模縮小となったが、今年は、8 月 1 日から 5 日の

従来の日程で開場が検討されている。 

 

 霊寿院勝縁…本願寺第２１代厳如上人の弟。明治３

年、照蓮寺第１８世として高山御坊に着任。元禄

１６（1704）年に照蓮寺第１７世一乗が照蓮寺を

本山に返して以来１６０年を経ていた。その間、

輪番が高山御坊に赴任していたが、霊寿院は住職

として着任し、大正１３年までの５７年間、飛騨

の真宗文化と学問と教化に尽くした。御坊会館仏

間の扁額『学法場』は霊寿院の揮毫である。  

   
 

高山別院輪番 

飛騨御坊真宗教化センター長 

三島 多聞 

    
       ★センター・別院からのお知らせ★ ※各行事は、コロナ感染の状況により中止や変更になる場合があります。                      

 

      共に仏弟子となる-帰敬式法座を開催します               
飛騨御坊真宗教化センターでは、２０２２年１１月３日に執行される高山別

院報恩講での帰敬式受式者を対象とした、「帰敬式法座」の開催に向けて準備

を進めています。 

「帰敬式法座」は、単に帰敬式の受式者を増やすことを目標としているので

はなく、飛騨地域における真宗文化の底上げを目的とした事業です。この目的

達成のためには、組、寺院、そして寺族一人ひとりの積極的な関わりがなけれ

ば、実現は不可能であります。 

また、帰敬式の意義を受式者各人が受けとめ直すとともに、住職が法名を提

示し、授与されるという御仏事を担っているという自覚と、その責任を受けと

め直す機縁となることが願われることでもあります。 

「帰敬式法座」については、改めて 6 月上旬に開設通知をさせていただき、

申込等、詳細については、6 月末にご案内いたしますので、この取り組みの趣

意をお汲み取りいただき、奨励にご尽力賜りますよう、お願いいたします。     
         帰敬式法座 第３回スタッフ学習会        

 
５月１９日、来年度開催される帰敬式法座の第 3回スタッフ学習会が、帰敬

式法座スタッフ及び組長の出席により開催されました。今回は「第 1回法座の

持ち方について、法名の意味の伝達」をテーマに、三木朋哉氏（育成部会幹事）

の問題提起による座談と、班別座談で実施されました。 

 学習会後のスタッフ会議では、募集チラシの確認がなされるなどの準備も進

められ、いよいよ来年度の講座開催となります。 

        第２回「是旃陀羅」問題学習会を開催         

去る５月２３日、昨年度に引続き第２回「是旃陀羅」問題学習会が行われま

した。 

今年度は、本山教学研究所の中山善雄研究員を講師に迎え、「『観経』『観経

疏』の思想的背景」を講題に、２７名（岐阜地区オンライン 7名、事務局 6名

を含む）の参加のもと開催され、熱心な質疑応答も行われました。 

講義では、善導の意図は、「旃陀羅」についての註釈ではなく、「是旃陀羅」

についての註釈であり、差別的名称で呼ばれることによって、差別される側に

差別される理由があるかのごとく実体化される構造を描いていること。 

 一方、『観経』には差別として機能する言葉がありながら、差別を超える仏

意がある。けれども、読誦するとき「痛い」と感ずる人がいるという二律背反

の課題があるのだ、と述べられました。 

    佐奈姫忌法要のご案内       中高生の法語掲示      

日時：6月２6日（日） １3:3０～ 

会場：佐奈姫墓所・松本公民館 

法話：三島多聞（別院輪番） 
 

別院から送迎があります。現地には駐車

場がありませんので、参拝される方は、午

後 1時までに別院までお越しください。 
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               騨御坊を中心道場として、今年も御回壇が実施されてまいります           

   今年度御回壇テーマ  慶讃法要テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」                             
 

御回壇は、 飛騨御坊（高山別院）が主体となって、別院の崇敬全寺院（会所）を対象に行なう重要な教化事業です。「飛騨真宗門

徒の信条」（信条第５条）「飛騨御坊を中心道場として護持し、法灯を相続します」の具体的実践の場であり、報恩講に次いで大切な

行事です。  

今年度は特に、来年春にお迎えする「宗祖親鸞聖人御生誕８５０年、立教開宗８００年慶讃法要」に向けて、 「南無阿弥陀仏 人と

生まれたことの意味をたずねていこう」のテーマのもと、帰敬式・立教開宗・真宗門徒の意義をお伝えしてまいります。 
 
■６月以降の御回壇開催予定 

組 会所 期日 時刻  

２０２２年 6月  

高山１ 蓮乗寺 12 日 （日） 午後 1 時半  

高山１ 真蓮寺 19 日 （日） 午後 1 時半  

益田 光雲寺 26 日 （日） 午前 10 時半  

益田 賢誓寺 26 日 （日） 午後 1 時  

7月  

益田 頓乗寺 2 日 （土） 午後 1 時半  

清見 西方寺 2 日 （土） 午後 7 時  

高山 2 玄興寺 3 日 （日） 午後 1 時  

高山 2 速入寺 3 日 （日） 午後 1 時半  

益田 妙覚寺 9 日 （土） 午後 1 時  

益田 永養寺 9 日 （土） 午後 1 時  

朝高 西教寺 10 日 （日） 午前 10 時  

高山 2 往還寺 10 日 （日） 午後 1 時半  

益田 浄福寺 13 日 （水） 午後 1 時  

益田 桂林教会 13 日 （水） 午後 1 時  

益田 慈雲寺 17 日 （日） 午後 1 時  

高山 2 久々野教会 17 日 （日） 午後 1 時半  

益田 桂林寺 19 日 （火） 午前 10 時  

朝高 大徳寺 23 日 （土） 午後 1 時半  

8月  

高山 2 秋声寺 8 日 （月） 午後 1 時半  

荘白川 常徳寺 18 日 （木） 午後 7 時半  

荘白川 浄楽寺 19 日 （金） 午後 7 時半  

荘白川 法蓮寺 20 日 （土） 午後 10 時  

高山 2 福成寺(山三) 20 日 （土） 午後 1 時半  

組 会所 期日 時刻  

荘白川 蓮光寺 20 日 （土） 午後 7 時半  

清見 一念寺 20 日 （土） 午後 7 時半  

高山１ 福寄同行 20 日 （土） 午後 1 時  

高山１ 瓜巣同行 20 日 （土） 午後 2 時  

清見 西光寺 21 日 （日） 午後 7 時  

清見 了因寺 21 日 （日） 午後 7 時  

荘白川 敬勝寺 22 日 （月） 午後 7 時  

高山 2 誓願寺 24 日 （水） 午後１時半  

荘白川 明善寺 25 日 （木） 午後 7 時  

朝高 円城寺 27 日 （土） 午後１時半  

朝高 常照寺 27 日 （土） 午後１時半  

清見 了徳寺 27 日 （土） 午後 7 時  

朝高 長円寺 28 日 （日） 
午前 10 時 
午後 1 時半 

 

吉城 宝林寺 28 日 （日） 午後１時  

朝高 寳蓮寺 28 日 （日） 午後 1 時半  

清見 蓮徳寺 28 日 （日） 午後 1 時半  

高山 1 専念寺 28 日 （日） 午後７時  

荘白川 宝蔵寺 31 日 （水） 午後 1 時  

9月  

吉城 聖圓寺 3 日 （土） 午後 2 時  

清見 長林寺 3 日 （土） 午後７時  

吉城 浄永寺 4 日 （日） 午後 1 時  

吉城 南春寺 4 日 （日） 午後 1 時半  

清見 楢谷寺 4 日 （日） 午後 1 時半  

清見 弘誓寺 4 日 （日） 午後７時  

組 会所 期日 時刻 

清見 満成寺 4 日 （日） 午後７時  

高山 2 了心寺 4 日 （日） 午後 7 時半  

清見 西正寺 5 日 （月） 午後 7 時半 

吉城 願徳寺 8 日 （木） 午後 1 時半 

荘白川 蓮勝寺 11 日 （日） 午後 1 時 

高山 1 不遠寺 11 日 （日） 午後 1 時半 

吉城 浄慶寺 11 日 （日） 午後 1 時半 

高山 2 還来寺 18 日 （日） 午前 10 時 

吉城 誓願寺 18 日 （日） 午後 1 時 

荘白川 浄念寺 24 日 （土） 午前 11 時 

高山 2 隨縁寺 24 日 （土） 午後 1 時半 

清見 恵林寺 25 日 （日） 午後 2 時 

高山１ 了泉寺 25 日 （日） 午後 2 時 

吉城 西念寺 25 日 （日） 午後 1 時半 

10月 

高山 2 宝円寺 9 日 （日） 午後 1 時半 

荘白川 了宗寺 29 日 （土） 午前 10 時 

11月 

高山 2 浄願寺 13 日 （日） 午後 1 時半 

２０２３年 1月 

高山 1 暎芳寺 14 日 （土） 午後 4 時 

3月 

高山 2 円徳寺 26 日 （日） 午前 10 時 

6月 

高山 2 願生寺 18 日 （日） 午後 1 時半 

※5 月 25 日現在で、期日が決定している会所のみ掲載。 

   
 
 
 
 

 
 
   
 
    
  飛騨御坊真宗教化センター・高山別院 2022 年６月行事予定 ※コロナ感染の状況により中止や変更になる場合があります。   

              

 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院・教区 会 場 

１ 

.5 
水 19:00 組 益田組真宗講座  

2 木 
13:30 

13:30 

組 吉城組門徒会研修③ 

教  解放推進協議会公開学習会（訓覇浩氏） 

誓願寺 

高山教務支所 

3 金 13:00 
別 三日のご坊 法話:上清水信男氏(西蓮寺衆徒) 

セ 青少幼年部会 

本堂 

センター室 

4 土    

5 日 
7:00 

13:00 

別  半日華 

組 高山 2 組追弔会・第 3 回組門徒会研修会 

 

本堂・御坊会館 

6 月 13:30 教  解放推進協議会（高山）輪読会 高山教務支所 

7 火 13:00 教 岐阜支部坊守基礎講座 Web 高山教務支所 

8 水 13:30 セ 企画会議 研修室 

9 木 19:00 組 高山一組親鸞教室 研修室 

10 金    

11 土 13:00 別 大谷婦人会定例 法話：輪番 御坊会館 

12 日 13:00 別  納骨経 本堂 

13 月 
7:00 

13:30 

別 前住上人ご命日 

組 高山二組組会 

本堂 

研修室 

14 火    

15 水 
7:00 

14:00 

別  半日華 

教 高山御遠忌推進委員会総会 

 

高山教務支所 

16 木 13:30 教 高山支部坊守会研修会 高山教務支所 

17 金 14:00 教 高山地区財務小委員会 高山教務支所 

 

 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院・教区 会 場 

18 土  組 高山 1 組追弔会 本堂 

19 日    

20 月    

21 火 19:00 組 高山２組同朋総会 御坊会館 

22 水    

23 木  
組 高山 1 組後期教習（～25 日まで） 

組 高山 2 組後期教習（～25 日まで） 
東本願寺 

24 金   高山支所 

25 土 7:00 別  半日華  

26 日 13:30 別  佐奈姫忌 松本公民館 

27 月 

13:00 

14:00 

19:00 

別 親鸞聖人お逮夜 

セ センター総会 

教 教化研究所 

本堂 

研修室 

研修室 

28 火 13:00 別 親鸞聖人御命日 法話:三島見らん氏(西念寺住職) 本堂 

29 水  教 総合企画室 岐阜高山教務所 

30 木 15:30 組 高山 1 組組会 研修室 

2022 年７月 ※１５日ころまでの掲載とし、定例行事は省きます。 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 

5 火 13:30 教 高山支部坊守会総会 12 火 14:00 セ 帰敬式スタッフ会 

6 水 19:00 組 益田組門徒会研修会③ 13 水 
13:00 

15:00 

教 教区財務委員会 

教 参事会・常任委員会 

7 木  教 教区監査     

  

 

 東本願寺出版物の教務支所での取り扱い終了について                        
 
2021年度末（6月 30日）をもって、教務所、教務支所での東本願寺出版物の取り扱

いを終了いたします。 

今後は東本願寺ホームページから直接注文していただくか、教務支所にご連絡いただい

て、本山へ発注し、支所での受け渡しとなります。大変ご迷惑をおかけしますが、ご了承く

ださい。 

なお、見本のみ展示しておりますので、気になる本があればぜひお問合せください。ご

不明点は高山教務支所（0577-32-0776）までご連絡ください。 

        

 『高山市民時報』ミニ法話『響』6月の寄稿者          
達  顕信  （教務支所 所員） 
窪田  純氏 （高山２組圓德寺住職） 
上清水信男氏 （高山２組西蓮寺衆徒） 
細川 宗徳氏 （高山１組蓮乗寺住職） 

webひだご坊でも「一口法話」配信中！ 

 


